













































































































































































































































































にも反映されていると考えられるが，1956（昭和 31）年と 1957（昭和 32）年以降を比べてみると，

































団生活」，イ .「あそび」に分けられ，c.「言語生活」ではア .「よいことば」，イ .「生活ばなし　童話，
童詩」，ウ .「放送聴取　幻灯，絵本」，エ .「紙芝居　人形芝居　劇あそび」に，d.「環境理解」では
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　⑷ 『月刊保育カリキュラム』第 6巻第 4号，ひかりのくに，1957年，12–14頁。
　⑸ 『同前書』第 6巻第 4号，10 ･ 11頁。東京都文京第一幼稚園長の山村きよによる。
　⑹ 『月刊保育カリキュラム』第 8巻第 4号，ひかりのくに，1959年，10 ･ 11頁。










稚園主任教諭），高橋千恵子（東洋英和学院付属幼稚園主任教諭），『保育ノート』第 2巻第 4号，昭和 29年，
30頁より。
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